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分間は安静時の内圧を記録し，続いて左手を氷

水に浸す寒冷ストレスを３分間負荷した．負荷

解除後,再び１０分間の内圧を記録し実験を終了

した．得られた内圧の成績から，空庶下に伴う

食道嬬動運動波を解析の対象とし，その収縮波

高を解析した．また血圧もモニターした．

緒言

ストレスが消化管機能に影響を及ぼすことは

良く知られている．しかしながら，食道の機能

がストレスにより影響を受けるか否かについて

は，ほとんど明らかにされていなかった．最近

われわれは，騒音ストレス状態下で食道内圧が

変化を受ける事実を報告し，ストレスによって

食道運動機能も影響を受けることを示した（奥

村ら,1990)．そこで今回は，寒冷ストレスが食

道の嬬動運動にどの様な影響を及ぼすかについ

て検討した．

成績

図１に代表例のストレス負荷前(Ａ)，負荷中

(B),負荷後(C）の食道内圧所見を示した.それ

ぞれ，上段より，門歯から２７，３２，３７ｃｍの部位

の記録を示す．ストレス負荷前に比べてストレ

ス負荷中の空職下に伴う嬬動運動波高は減少し

ていることがわかる．このような食道収縮波の

波高を１０人まとめて図２に示した.ストレス負

荷前の収縮波高の平均を100％として，ストレ

ス負荷中，負荷後の値と比較した．図から明ら

かなように，ストレス負荷中の収縮波高はスト

レス負荷前に比較して有意に低値であった．ス

トレス負荷後の収縮波高はストレス負荷前と差

を認めなかった．収縮期血圧はストレス負荷前

(116士3,mean士SEM）が寒冷ストレスにより

148士４と有意に増加し，ストレス解除後122士

３と負荷前の値に戻った．

対象と方法

消化器症状のない健常人男性１０人（年齢１９

～27歳）を対象とした．食道嬬動運動は内圧測

定により評価した．早朝空腹時，咽頭をキシロ

カインスプレーで麻酔した後，坐位にて食道内

圧測定用のカテーテルを経口的に挿入した．カ

テーテルは先端より５，１０，１５ｃｍの部位に微小

トランスジューサーが装着されているものを用

いて，門歯より27,32,37ｃｍの部位の食道内圧

をポリグラフ上でモニターし記録した．カテー

テル挿入１０分後より測定を開始した．先ず1０
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